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〈。またそうした過程を通じて、予想しなかった

オリジナルなアイディアが番き下の中に派生する

のである。そして研究そのものに愛蒜がさらに深

まっていく。ｌｉｔ初に予想した１１１Ｗと連っているの

は、次の研究のIIlNHuが明瞭になったともいえるし、

研究に面白さを感じることとなる‐粗い原稿でも、

編集後記

編集姿lljと樋口利彦

１１本環境教育学会も発足してl6fr。これまでの

縞ＩＩＬ委貝会の尽力によって学会iikもｎＩｌｌ淵に通巻3．

り゛を政えることとなった。昨年は３IDI,の発行とな

ったが、これまでを平均すると年に２１mIの発行ベ

ースである。学会の規模からして、安定した年３

～`Ilnlの発行と英船鹸文の継続的掛收を願ってい

る』それには会凡iiii氏からの投稿がｲ{,jJ欠である。

ぜひとも過去・現在の仕事をすぐにでも文章にま

とめていただきたいものである。奥休み．冬休み

などの長期の体UMIをｉｌｌｉｌｉル、現在のｲ,:１$を文章と

してまとめることを多くの会貝が行っていただけ

れば、年３～４回の発行がﾛJ能となっていく。

戦'r『笈践や鋼盗結jlLのデータが楼Jw1され、引用

文献も揃えることができたら、次は倫文草稿の段

階となる。その文噸化に先立ち、職たちは報告す

る燭文では何をzi縦したいのかをIU,確にし、そし

てその主張を理解してもらうための鐵理構成を考

えることになろう。

その後、具体的に文｢ｉｆを書き始めるが、文章ｉＪｆ

きはスムーズに進まず、しばしばストップする(，

文庶化の過程で、雌初に設定した強JMに矛盾や飛

蹄がｲF在することに虻づき、文章作成が思うよう

に進まないことがある□その論理のイノIFや飛躍を

jIMめるために、様々な文献を読むこととなり、文

iithII:きも一時ストップする。文京i,；きも遅々とし

て進まず、一jnL苦悩しているように,iLえるのだが、

これは人切な時''１１であI)、論文の衝を商める作業

である。一つの文献に当たると、また別な賓料を

検索し、さらにまた別な文献といった捌子で、い

くつも読むことになっていく。つまり錨文にする

ために机に'b]かって、粗い構成であっても文章を

iI「くことは、鯵１Kの必奨性を認識することにな,)、

文献を検索しそれらをi沈む中で、ｊＩ１初に設定した

i総F'1撒成とは別な視点から興味深いｲﾘﾄ究の成果や

澱Ruが発見されるのである。最初のｆ魁とはちょ

っと迷ったまとめになっていくが、机い論理展開

から徴密なそして科学的な文章へと洗練されてい

何にせよ文京をi０$くことである。

環境凝庁VOL・厩｣


